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【緒言】
現代の按新修復材料の避･.Li'･はめざましく,1'&･打力 ･耐久性 ･審美面においても向上 してき
ているo Lかし,未だ二次う蝕の脚 走は臨床において多くみられ二次う触発症の抑制は長年
の此艦となっている｡
近年では接着材料の研究閑雅が進み,生物学的機能を持つ材料についても研究されている0
本研究では,桐窃剤であるクロル-キシジン (以下CHX)を接着材に配合 した材料の開.A
に巾‖ナて研究を行った｡CHXは広範囲の微生物に対し抗簡性を示 し,特にグラム陽性菌 ･
恰仕掛に対し拙い抗歯性示すo米IJ-1iIでは一般的にう仙除去後の疏洞をCHXを含む消榊剤に
. て粥範した後に修復処際を行っているo
また,CHXは過去に按蒋)jWT'の象牙細管中のコラーゲン変性を抑え接着力の低下を抑制
. することが報告されている｡このことからCHXを使用 した修復接着材の使用は,二次う蝕
兇くJ三の抑HiIJに非常に有用であると考えられる0
本研究ではエッチング ･プライミング ･ボンディング処理をワンステップで行 うことが可
稚な肘 1･:セルフエッチングア ドヒ-シプにCtIXを配合 し未重合と弟合 した場合の
StL･eJ)tOCVCCu.imLltaJ).51(以下S.LZ7uねDs)のJ:/cT副生について枚.付を行った｡
【材料および方法】
供試iJy.i-としてS.I)),LF.･II)Lq･使用 し,TSBY培地にて増弟 した｡Chlol･hexidinediacetat占
salthydrate(SIGMA杜)を配合 したCHX配合セルフエッチングア ドヒ-シブ (以下
CI-ISEA)を作,(出し未重合と盛合後について以下のように検.付した｡
1,末l庄合のCHSEAにおける抗胡作用
S.nut.･IDS 歯妓 (約4.75×109 CFU)をTSBY寒天J宜地上に播種 し,その培地上に
0-5wt%のCHSEAを吸収させた化従6ミリの円形ろ紙を7l'Lv､たoその後36.5℃で24時r叩
培遜させた後にみられるMLlと円のFl-/(_!を計測した｡コントロールとして,CHX自体の抗菌性
を柵此するためPBSにCHSEA と同率のCHXを配合 し同様に粟験を行った｡
2.重合 したCHSEAにおける抗菌作用
-ヽ光照射にて硬化した 1-5wt%のCHSEAlgをそれぞれ滅節水 3mlに浸漬させて浸清水
(以下CHSEA浸情水とする)を作製した｡またCHX無配合の試作セルフエッチングアドヒ
ーシブ (Owt%CHSEA)を岡城の工程にて鎚情水を作製しコントロールとしたo
CHSEAの侵IL'(一期間を1週間 (1W),2j馴 り(2W),3週日'u (3W),1週17rJ侵情綾水
交換 し1i馴"hiL･TIJl-I(1Wー1W),1週聞役情ごとの水交換を2回行った後lBr'日没
済 (lW→lW→1W)とした｡そ して?_itl'(I.水に10倍状腔のTSBY培地を混合して実
験に使用したO各車上凍期nu,各紙度のCHSEAも上演水に菌液 (1.9×103CFU)を加
え36.5℃で24時Il"']反応 させた得,TSBY寒天培地に播･f･Ft'.し36.5℃2′1時間培並後に生 じ
た_rJi./件数を計測 したo
【結果】
1.未dt:合CHSEAのS.nILlt.1nS に対する抗菌性
CliX配合淡度0-5wt%の束唱合CHSEAのSmutL,Ds に対する抗Jk'.･7性をディスク拡散法
にて検討した結果,未重合C打SEAとCHX配合PBSは0.01wt%からr阻止円が傭認されたC
またlwt%まで拙度依存的に阻止円の拡大がIlTrif.AuJ.されたolwt%以上のCHX配合池度では
CHSJi:AとPBSの阻止円帯は拡大しなかった0
2.重合CHSEAのS_nut,･u)S に対する杭相性
浸硫期間1凋lfLIT.i(lW)から3週間 (3W)においては,CHX配合池度が高い程また浸軌間
が長い杜S.mutaDSの生存コロニー数は減少する傾向がみられたO
浸凍州別1週間 (1W), 1週間浸凍復水交換し1週間浸肪 (lW-lW), 1週間浸済ご
との水交換を2Iq行った後 1i即日慢碑 (1W-1W-lW)では,1遡r'lqごとに滅菌水を交換す
る度,S,mutansのコロニー数と仇耐性がみられるCHX濃度は高くなる慨向がみられたが,
各線ナ削切間において生存するS.mutansの生存コロニー数はCHXの沸腔依存的に減少して
いたoCHX地政3wt%以上において 33WryJ,S.JlIutaJ78の増殖抑制が確認された｡
【考解】
*･蒐介CHSEAは0.01%からSmLJ由J75 に対し抗菌性を示し,低･h]･'!度において増殖抑制
することが分かった｡蒐合後CHSEAは1週間で水中-多丑のCHXを放出し,またCHX
配合此度3wt%以上においては3週間継続して微出のCHXを放出し続けS.mZltaDSの増殖
抑制を行ったと思われる｡過去のCHXをレジンセメントに配合し硬化させた後水中浸棟さ
せた実験においても,水中馴(:I(.fUJrl'"初期でCHXが多量に放出されていたことが柵,.7uJhされて
おり,また2j岨間以上の抗菌性を保つためにはCHX配合淡度 3%以上が必要であったことが
報告されている｡本研究のセルフエッチングア ドヒ-シプによる縦異と同様の傾向が示唆さ
れていた｡
過去の研究においてCHXの射両JjL理は,抗菌性のみならず稜頚別宴Jlh材料の長期接着性を
向上させる可能性があることが軸告されている0本研究においても未重合と重合後の
CHSEAによるS,m上lt.･m3-の抗苗性が示唆された｡現段階ではS.Jl)utaDS-の効果が確
認されているCHXの配合濃度はi･:.･)'く,また接着材にCHXを配合した場合の接着強さ,耐久
性など物性に関して判明していない点が多いO今後,臨味での応用に関して理工学的な性質
に対してもさらに検討を行っていく予定である｡
学位論文審査結果の要旨
現在の歯科臨床において接着修復材は欠かせないものであり,接Ffl･材としては 1液を敬神するとい
う挽作の冊便化を図ったセルフエッチングアドヒ-シブが主流となっている｡これらの接兼材は良好
な#･.･j!'I1･tが得られると報告されているが, 臨床では様々な要因で完壁な抜群が科られるとは限らず,
未だ修彼後の二次う蝕の発症は臨床において大きな間借である｡二次う蝕の原因は様々な因子が間接
的にl姻Lj.するが,いずれもう触原性閲の関与は明らかであるOそこで, セルフエッチングアドヒ-シ
ブに抗馴 化 付与することで二次う蝕の発生を抑制することを目的と.して本棚兜が行われた｡すなわ
ち,抗菌燕剤として口腔内消寄剤として応用されるクロル-キシジン (以下 CHX)に着目し0.01-
5W七%の各輔破度でCHXを添加したセルフエッチングアドヒ-シプ (以下ClSEA)を試作し,う蝕
原性紬姐であるStJ･LPtOCUCCuS J7mt.･ZDS (以下S.DIutaJ78)に対する抗菌効果について検討したo
まず賂-I帯直後の抗菌効果を調べるために,未蚤合 CHSEAをろ紙に塗和しS.mutaJJぶを榔種した
TrypticaseSoyBroth･Yeast(TSBY)寒天培地上に静催して形成される阻止円の直径を計測したoま
た,硬化後o)抗菌効果としては,ClSEA重合体を淋菌水に1週間,2週間,3週間の各期間および1週
間ごとに軌馴 くを交換して2週間,3週間浸凍させ,その浸破水をTSBY糟地に加え,S,mutl7Dsを
一定蘭丑接種してt.L'･養し生菌数を調べたoその結果,以下の点が明らかとなったo
1.未重合CHSEAは0.01wt%という低渦度からS.mutaDSに対し抗菌性を示し,配合量が増加す
るにつれで増薙抑制が増強される傾向を示した0
2.重合後においてもCHSEAからの溶出物質はS.mutaBSに対して増殖抑制を有していることが分
かった｡また,CHSriA重合体はIi馴問では水中へ多量のCHXを放出し,その後も継続して微量の
CHXを水中へ放出し続けるが,3週間後に S.mutaDSの増殖を抑制するには3wt%以上のCHXの配
合が必要であることが示された｡
以上のことから,CHXを配合したCHSEAは未重合及び重合後においてもS.mutaDS-抗菌性を
示すことが明らかになった｡このことはCHSEA を応用した接着修復においては,窟洞への残存細菌
に対して抗摘効果を発揮するだけではなく,修復後においても侵入した細菌に対して抗菌効果を発揮
する可能性を示唆するものである｡
本研究で縛られた知見は,接着性,物性,それらの長期耐久性についてさらに詳細な検討は必要で
はあるものの,細菌増殖の抑制効果を持つセルフエッチングア ドヒ-シブの開発へめ基礎的な情報と
なりうるもので,二次う蝕の発生抑制効果のある修復法の確立に重要な示唆を与える有意義な研究で
あると考えられる.したがって,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文に借すると判断したD
